
第７６号議案 

 

令和４年度蒲郡市病院事業会計決算の認定について 

 

令和４年度蒲郡市病院事業会計決算を、地方公営企業法（昭和２７年法律第 

２９２号）第３０条第４項の規定により認定に付する。 

 

令和５年９月７日提出 

 

蒲郡市長  鈴 木 寿 明 
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(1)　収益的収入及び支出

収　　　入

支　　　出

たな卸資産の購入に係る仮払消費税及び地方消費税　119,114,290円

予 備 費

第1項

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用 9,604,286,000

医 業 外 費 用

特 別 損 失

区　　　　　　分

第1款

第1項 医 業 収 益

病 院 事 業 収 益

第3項

医 業 外 収 益

特 別 利 益

第2項

第2項

第3項

区　　　　　　分

第1款

第4項

地 方 公 営 企 業 法
第 24 条 第 3 項 の
規 定 に よ る 支 出 額 に
係 る 財 源 充 当 額

282,600,000

9,760,800,000

8,125,811,000

0

9,850,800,000

予　　　　　　　　　　　　算

当　初　予　算　額 補 正 予 算 額

予　　　　　　　　　　　　算

補正予算額
予備費

支出額

0

20,000

400,000,000

0

1,634,959,000

0

流用増減額

30,000

400,000,000

0

当 初 予 算 額

20,000,000 0

2,393,000

0

0

0226,494,000

0

0

0

0

0

△ 2,393,000

地 方 公 営 企
業 法 第 24
条 第 3 項 の
規 定 に よ る
支 出 額

0

令 和 ４ 年 度 蒲 郡 市　

0282,600,000

0

0

0

0

0

0
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（消費税及び地方消費税込　単位：円）

※仮受消費税等は仮受消費税及び地方消費税

（消費税及び地方消費税込　単位：円）

※仮払消費税等は仮払消費税及び地方消費税

590,971,401

3,298,398

20,000

△ 27,688,442

△ 639,876,798

612,218,356

△ 30,000

地方公営
企業法第
26 条 第
2項の規
定による
繰 越 額

決　算　額

30,000 0

小　　　計

　　　　　　　額

備　　　　　　　　　考
予 算 額 に 比 べ

決 算 額 の 増 減

10,133,111,558

7,485,934,202

2,647,177,356

合　　　　　　　計

（うち仮受消費税等 30,222,169円）

（うち仮受消費税等　3,348,348円）

決　　算　　額

　　額

2,034,959,000

備　　　　考不 用 額
地方公営企
業 法 第 26
条第2項の
規定による
繰 越 額

10,160,800,000

8,125,811,000

9,535,333,599

9,887,793,000

合　　　計

3,300,000

0

10,136,700,00010,133,400,000

9,884,493,000

　病 院 事 業 決 算 報 告 書

20,000

0

3,300,000

228,887,000

0

20,000,000

10,395,000

（うち仮払消費税等
　　 　6,026,483円）

0

10,395,000

0

20,000,000

（うち仮払消費税等
　 　251,778,820円）

567,653,003

0

228,887,000

20,000

0

9,309,744,997

225,588,602

020,000,000
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(2)　資本的収入及び支出

収　　　入

支　　　出

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 560,742,704円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額 1,138,772円、過年度分損益勘定留保資金 559,603,932円で補てんした。

第4項 投 資 償 還 金 159,000 0 159,000 0

　　　予　　　　　　　　　　　　算

1,310,000,000

441,877,000

地方公営企
業 法 第 26
条の規定に
よる繰越額

小　　　計

14,134,000 0

9,152,000754,765,000

853,501,000

1,622,400,000

0

9,152,000

14,622,000 0

0

853,501,000 0

△ 488,000

312,400,000

312,400,000

0

488,000

第2項

第3項

区　　　　　　分

第1款 資 本 的 支 出

企業債償還金

投 資

建 設 改 良 費第1項

第2項

区　　　　　　分

第1款

企 業 債

資 本 的 収 入

第1項

出 資 金

当初予算額 補正予算額 流用増減額

0

297,000,000

574,341,000

100,000 0

713,200,000

138,600,000

312,400,000

0

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 小　　　計

1,025,600,000

　　　予　　　　　　　　　　　　算

地方公営企業法
第 26 条 の 規 定
による繰越額に
係る財源充当額

0

0435,600,000

100,000 0

574,341,000

0第5項 補 助 金 0 15,400,000 15,400,000

第3項
固 定 資 産
売 却 代 金
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※仮払消費税等は仮払消費税及び地方消費税

（消費税及び地方消費税込　単位：円）

（消費税及び地方消費税込　単位：円）

361,000

12,202,500

170,941,756

不　用　額

（うち仮払消費税等
　　24,399,723円）

備　　　　考

183,144,296

予 算 額 に 比 べ

決 算 額 の 増 減

40

297,375,000

合  計

0

0 159,000 520,000

0

0

0 0

翌　年　度　繰　越　額

0

備　　　　考

△ 435,600,000

0

297,375,000

0 01,931,500

決　算　額

295,600,244

0

継続費

逓　次

繰越額

853,501,000

14,134,000

0 0

継 続 費

逓　　次

繰 越 額

合　　計

1,151,032,704

0

　　　額

297,375,000

地方公営
企業法第
26 条 の
規定によ
る繰越額

決　算　額

297,375,000

0

853,500,960

763,917,000

1,631,552,000

合　　　　計

継 続 費 逓 次

繰 越 額 に 係 る

財 源 充 当 額

1,025,600,000

0 574,341,000

0

　　　　　額

0

435,600,000

△ 100,000

590,290,000 △ 435,310,000

0

0 15,400,000 15,429,000 29,000

100,000

574,341,000

0
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（単位：円）

1

4,928,514,512

2,094,784,202

432,413,319 7,455,712,033

2

4,539,212,095

1,936,732,625

1,811,792,516

735,438,696

8,518,647

26,271,598 9,057,966,177

1,602,254,144

3

886,740,000

1,616,036,000

71,262,808

5,080,338

64,709,862 2,643,829,008

4

91,212,643

44,310,700

29,722,859

360,000

27,272,728

371,232,523 564,111,453 2,079,717,555

477,463,411

長 期 貸 付 金 貸 倒
引 当 金 繰 入 額

（6） 雑 損 失

経 常 利 益

(4)

（5） 寄 附 金

研 究 研 修 費

(1)
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

(2) 長 期 前 払
消 費 税 償 却

(3) 保 育 費

医 業 外 費 用

医 業 外 収 益

(1) 負 担 金

(2)

(5) その他医業外収益

(4) 貸倒引当金戻入益

医 業 費 用

(1) 給 与 費

(2) 材 料 費

経 費

医 業 損 失

(3)

補 助 金

(3) 長 期 前 受 金 戻 入

(4) 減 価 償 却 費

(5) 資 産 減 耗 費

(6)

(3) そ の 他 医 業 収 益

(2) 外 来 収 益

令和４年度蒲郡市病院事業損益計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

医 業 収 益

(1) 入 院 収 益
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477,463,411

12,446,906,733

11,969,443,322当 年 度 未 処 理 欠 損 金

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 欠 損 金
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剰

資　　　本　　　剰　　　

受贈財産

評 価 額

17,897,210,092 9,993,000 7,312,450 47,563,000

0 0 0 0

0 0 0 0

17,897,210,092 9,993,000 7,312,450 47,563,000

574,341,000 0 0 0

574,341,000 0 0 0

0 0 0 0

18,471,551,092 9,993,000 7,312,450 47,563,000

補助金

前 年 度 処 理 額

当 年 度 純 利 益

当 年 度 末 残 高

処 理 後 残 高

当 年 度 変 動 額

資 本 金 の 受 入

議会の議決による処理額

          令 和 ４ 年 度 蒲 郡 市　

補償金

前 年 度 末 残 高

　　　　　　　 （令和４年４月１日から

資　本　金
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　　　　（単位：円）

余 金

　余　　　金

資本剰余

金 合 計

0 64,868,450 △ 12,446,906,733 △ 12,446,906,733 5,515,171,809

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

（繰越欠損金）

0 64,868,450 △ 12,446,906,733 △ 12,446,906,733 5,515,171,809

0 0 477,463,411 477,463,411 1,051,804,411

0 0 0 0 574,341,000

0 0 477,463,411 477,463,411 477,463,411

（当年度未処理欠損金）

0 64,868,450 △ 11,969,443,322 △ 11,969,443,322 6,566,976,220

未処理欠損金

資本合計

利　益　剰　余　金

負担金 利益剰余金合計

病 院 事 業 欠 損 金 計 算 書

令和５年３月３１日まで）
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　　  　令和４年度蒲郡市病院事業欠損金処理計算書

　　　　（単位：円）

当 年 度 末 残 高 18,471,551,092 64,868,450 △ 11,969,443,322

議会の議決による処理額 0 0 0

（繰越欠損金）

処 理 後 残 高 18,471,551,092 64,868,450 △ 11,969,443,322

資本剰余金 未処理欠損金資　　本　　金
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（単位：円）

1

2,464,224,751

17,629,350,216

△ 13,127,049,657 4,502,300,559

557,176,500

△ 493,934,888 63,241,612

6,379,118,417

△ 4,398,303,011 1,980,815,406

5,425,253

△ 5,153,991 271,262

35,768,600

△ 16,883,790 18,884,810

29,460,943

9,059,199,343

2,954,451

2,954,451

7,920,000

△ 6,720,000 1,200,000

147,214,926

36,791,106

△ 36,791,106 0

4,018,420

152,433,346

9,214,587,140

ニ

固 定 資 産 合 計

投資その他の資産合計

ハ

貸 倒 引 当 金

その他投資その他の資産

減価償却累計額

減価償却累計額

有 形 固 定 資 産 合 計

へ リ ー ス 資 産

長期前払消費税ロ

ト 建 設 仮 勘 定

破産更生債権等

貸 倒 引 当 金

(3)

無 形 固 定 資 産

構 築 物ハ

電 話 加 入 権

無 形 固 定 資 産 合 計

ホ

減価償却累計額

(1)

車 両

ニ

減価償却累計額

イ 長 期 貸 付 金

器 械 備 品

イ

投資その他の資産

(2)

令和４年度蒲郡市病院事業貸借対照表
（令和５年３月３１日）

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

資　　　産　　　の　　　部

イ 土 地

ロ 建 物

減価償却累計額

-91-



2

2,849,285,113

1,141,969,183

△ 23,748,265 1,118,220,918

63,527,851

4,031,033,882

13,245,621,022

3

2,651,410,756

2,651,410,756

5,900,416

1,549,015,914

1,549,015,914

4,206,327,086

4

1,068,967,056

1,068,967,056

5,428,655

607,261,956

295,587,306

295,587,306

1,977,244,973

流 動 資 産

イ

(1)

イ

負　　　債　　　の　　　部

流 動 資 産 合 計

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

リ ー ス 債 務

引 当 金

(2) 未 収 金

(3) 引 当 金

企 業 債(1)

(2)

固 定 負 債

貸 倒 引 当 金

現 金 預 金

企 業 債 合 計

貯 蔵 品(3)

(1)

資 産 合 計

引 当 金 合 計

引 当 金 合 計

退職給付引当金

イ
建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債

流 動 負 債

固 定 負 債 合 計

企 業 債 合 計

(2) リ ー ス 債 務

流 動 負 債 合 計

(3)

イ

未 払 金

(4)

賞 与 等 引 当 金
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5

1,199,657,355

△ 704,584,612

495,072,743

6,678,644,802

6 18,471,551,092

7

9,993,000

7,312,450

9,390,000

38,173,000

64,868,450

11,969,443,322

△ 11,969,443,322

△ 11,904,574,872

6,566,976,220

13,245,621,022

剰 余 金

負 債 合 計

資 本 合 計

資 本 剰 余 金

(1) 長 期 前 受 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

(2)

補 償 金ロ

受贈財産評価額

ニ 県 費 補 助 金

繰 延 収 益

資　　　本　　　の　　　部

(1)

資 本 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

剰 余 金 合 計

イ

ハ

利 益 剰 余 金

(注）　　 修繕引当金取りくずし額　　　　　　21,751,000円

負 債 資 本 合 計

国 庫 補 助 金

当 年 度 未 処 理
欠 損 金

イ
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注記 

 

Ⅰ 重要な会計方針 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

⑴ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

・貯蔵品 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定） 

２ 固定資産の減価償却の方法 

⑴ 有形固定資産（リース資産を除く） 

・減価償却の方法 

建物       定額法 

構築物      定額法 

器械備品     定額法 

車両       定額法 

・主な耐用年数 

建物       １５～３９年 

構築物      １０～３０年 

器械備品     ５～８年 

車両       ４～６年 

⑵ リース資産 

・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。 

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

       リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。 

３ 引当金の計上方法 

⑴ 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の要支給額に相当す

る金額のうち、「退職手当の負担に関する取り決め」に基づき、一般会計が負担する部分を除

く額を計上している。 

⑵ 賞与等引当金 

職員の期末手当・勤勉手当の支給及び当該支給に係る法定福利費の支出に備えるため、当

事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。 

⑶ 貸倒引当金 

債権の不納欠損等による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上してい

る。 
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４ その他会計に関する書類の作成のための基本となる事項 

⑴ 消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。なお、控除対象外消費税等に

ついては、当事業年度の費用として処理している。ただし、固定資産に係る控除対象外消費

税等については、長期前払消費税勘定に計上し、５年から２０年までの間で均等償却を行っ

ている。 

 

Ⅱ 貸借対照表等に関する注記 

１ 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（１年内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担

すると見込まれる額は、2,278,913,541 円である。 

 

Ⅲ セグメント情報に関する注記 

１ 報告セグメントの概要 

病院事業会計は、報告セグメントが１つのため、記載を省略している。 

 

Ⅳ その他の注記 

１ 引当金の取り崩し 

⑴ 退職給付引当金の目的使用による取り崩しについて 

当事業年度において、退職手当として 179,129,116 円を支給するため、退職給付引当金

179,129,116 円を使用している。 

⑵ 賞与等引当金の目的使用による取り崩しについて 

当事業年度において、期末手当及び勤勉手当を支給し、これらに係る法定福利費を支出す

るため、賞与等引当金 246,031,820 円を使用している。 

⑶ 貸倒引当金の目的使用による取り崩しについて 

当事業年度において、長期貸付金の返済を免除するため、また未収金及び破産更生債権等

を不納欠損とするため、貸倒引当金 15,839,466 円を使用している。 
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